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御所ヶ岳(247m)　2017.02.15（水）晴れ
登山口～東門～第二東門～Ｂ分岐～御所ヶ岳(247m)～第２南門～Ａ分
岐～南門～展望台～第２見張台～見張台～第２西門～西門～馬立場～
奥の院分岐～景行神社～中門～登山口

410*305 410*305

10:00　登山口に車を止め、案内板に目を通す。 10:01　傍の東門の案内板から入る。

410*305 410*305

10:02　山手側に石仏が祀られている。 10:07　緩やかに尾根筋を上って行く。

407*304 407*304

10:13　東門に到着した。



407*304

中門側から見る。 傍に立つ案内板。

10:19　その先で左斜面に列石を見る。奥は斜面に埋もれている。 切石は80ｘ40cm程に加工されている。

410*307 410*307

10:23　展望地から行橋市方面を望む。 大師堂分岐に到着。水晶谷跡地とも言う。左へ尾根筋を伝う。



410*307

10:29　第2東門に到着。 斜面に列石が認められる。

410*307

410*307

小割された栗石。 列石には窪みが見られる。

第２東門を谷側から見る。切石が散在している。



10:40　やや急な塩ビパイプの階段を上って行く。 10:51　Ｂ分岐に出合い、左へ向かう。

410*307

410*307 410*307

10:54　展望岩から南の展望(1)。

展望岩から南の展望(2)。

八面山

英彦山犬ヶ岳



10:57 御所ヶ岳(247m)の山頂。別名：ホトギ山。三等三角点：木山が設
置されており、南の展望が得られる。

馬ヶ岳を望む。馬ヶ岳へは、尾根筋の縦走で行ける。

11:05　英彦山を望む。一休みした後、引返す。 11:07　Ｂ分岐に戻り、左へ向かう。

11:11　左に犀川分岐の案内板を見る。 11:12　尾根筋を西へ向かう。

城山 城山

馬ヶ岳



410*307

410*307

11:16　南側には小段状の平坦化した所が見受けられる。土塁の頂部で通路となっていたのか？

11:21　南側に第２南門の案内板を見る。斜面の弱い踏み跡を辿って50m程下るが、跡が見当たらず。引き返すと案内板傍の左斜面に切石を見つけ
る。

11:42　展望ピークからの展望。

城山

城山城山

城山

城山

城山

馬ヶ岳

御所ヶ岳



410*307

11:45　Ａ分岐を通過する。 11:46　ヒノキの植林帯を抜ける。

410*307

11:49　南門は石材が散乱している。 11:57　展望台に到着。

展望台からの展望。暖かい陽射しの中、此処で昼とした。

大坂山



410*307

12:20　展望台から北の尾根筋を辿る。 12:33　第２見張台に到着。

410*307

第２見張台からの展望。

12:38　見張台からの展望。

平尾台
福智山

平尾台



410*307

12:40　クロキの花が傍に咲いていた。 12:43　尾根筋から左の平場に下り左へ向かう。

平場の案内板。

12:48　第２西門を外側から見る。



内部から見た右側の石積み。 内部から見た左側の石積み。

410*307

12:55　西門が見えた。 案内板。

12:53　開けた尾根から東の尾根筋を望む。



410*307

410*307

左側の石積み。 左側の石積みの断面。

西門の全景。

端部に窪みを付けられた石材。



410*307

右側の石積み。 13:05　背後地に立つ案内板。

13:10　沢沿いに緩やかに行く。 13:12　中門分岐を左に見て、渡渉して奥へ向かう。

13:06　西門を内側から見る。



410*307

13:16　出口には加工石が並べられていた。 13:17　急坂を抜けると奥の院分岐に出合い左折する。

13:13　馬立場に到着。此処の石積みは、転石の野面積みで粗く幼稚に見える。背後は、平地で湿地であったか？

13:20　礎石の残る景行神社に到着。



410*307

13:25　西門分岐に出合い右折する。 13:26　登山口と住吉池が垣間見えた。

410*307 410*307

13:29　中門に到着。 案内板。

410*307

中門右側。



410*307

曲線状に構築している。 背後の石積みは雑に見える。

左側の石積み。 窪みのある石材が積まれている。

見事な石の加工と構築。



13:48　下流側に建つ第十九番地蔵菩薩堂。 13:53　緩やかに下って行く。

13:55　登山口に帰り着いた。

13:54　絶滅危惧種のヒモヅル。


